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　主に病理組織学的手法をもちいて、病気の症状や腫瘍の特徴を調べました。同じ病原体でも
魚種や大きさが変われば症状も変わるため、このような知見は非常に重要となります。病魚の
外見および解剖学的特徴や病理組織学的特徴を明らかにすることによって、新しい治療薬の開
発に繫がることが期待されます。
　魚介類に天然物由来の免疫賦活剤（免疫力を高める物質）や新型経口ワクチンを投与するこ
とによって、病気の発生や死亡を抑えることを明らかにしました。これらを飼料に添加するこ
とによって、養殖現場における病気の被害を低減させることが期待されます。
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研究の目的

研究の成果と水産業等への貢献の期待

　我々と同様に魚介類にも様々な病気があります。これまで、我が国ではマダイやブリ類を
中心として盛んに養殖が行われてきましたが、その現場では様々な病気の発生によって大き
な被害を受けてきました。そこで現在では、様々な治療薬やワクチンが開発されています。
しかし、近年では養殖対象種は多様化し、マグロ、ハタ類、カワハギなど新たな魚種で養殖
が行われるようになり、病気の種類も格段に多くなってきました。また、これまで養殖され
ていた魚種でも新たな病気が発生したり、海外から病原体が侵入し国内に伝播したりするこ
ともあります。観賞魚においても、ニシキゴイやキンギョなどでは病気が大きな問題となっ
ています。このような状況から、魚介類の疾病対策を確立させることが急務となっています。
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写真３　 寄生虫病：繊毛虫である白点
虫（Cryptocaryon irritans）
に感染したマダイ。全身に白
点虫が寄生している。

写真２　 細菌病：Vibrio anguillarum に
感染したブリ。体表に点状の
出血がみられる。

写真１　 ウイルス病：コイヘルペスウイルス
（KHVまたは CyHV-3）に感染した
コイ。眼球は陥没し、体色にムラ
が生じている。


